
２０１１年１１月１日                 ノイエスだより 

ノ
イ
エ
ス
だ
よ
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ノ
イ
エ
ス
朝
日
（
朝
日
印
刷
工
業
株
式
会
社
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

前
橋
市
元
総
社
町
六
七
番
地 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

電
話 

 

０
２
７
・
２
５
５
・
３
４
３
４ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
２
７
・
２
５
５
・
３
４
３
５ 

  

先
日
、
前
橋
工
科
大
学
で
「
疲
労
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
学
ぼ
う
」
と
い
う
講
演
会
が
あ

り
、
ま
た
、
前
橋
市
役
所
で
「
医
科
学
か
ら
考
え
る
ス
ポ
ー
ツ 

メ
ン
タ
ル
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
」
の
講
演
会
が
あ
り
ま
し
た
。 

現
代
は
ス
ト
レ
ス
社
会
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
心
身
に
生
じ
る
変
化
に
は
寒
暑
、
騒

音
、
化
学
物
質
、
過
労
、
睡
眠
不
足
、
精
神
的
緊
張
、
不
安
、
恐
怖
、
興
奮
な
ど
の
ス

ト
レ
ス
に
つ
な
が
る
要
因
が
あ
り
ま
す
。適
度
な
ス
ト
レ
ス
は
能
力
向
上
に
も
結
び
つ

く
の
で
必
要
不
可
欠
だ
そ
う
で
す
。
し
か
し
、
現
代
社
会
で
は
過
剰
ス
ト
レ
ス
で
病
気

に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
突
然
に
思
い
も
よ
ら
な
い
症
状
が
出
た
り
、
病
気
に
な
っ

た
り
と
、
年
齢
に
関
係
な
く
誰
に
で
も
、
い
つ
何
が
起
こ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。 

「
風
邪
を
ひ
く
の
は
精
神
が
た
る
ん
で
い
る
か
ら
だ
」
と
か
「
驚
異
的
な
精
神
力
で
病

気
に
打
ち
勝
っ
た
」
と
言
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、「
病
は
気
か
ら
」
と
も
言
わ
れ
ま
す
が

心
（
心
理
状
態
）
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
よ
う
な
気
も
し
ま
す
。 

二
つ
の
講
義
を
受
講
し
て
感
じ
た
事
は
、ま
ず
自
分
の
心
身
の
状
態
を
冷
静
に
み
つ
め

な
お
し
点
検
す
る
事
。
そ
し
て
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
、
適
度
な
運
動
と
生
活
の
リ

ズ
ム
を
考
え
、
実
行
す
る
事
。・
・
・
と
は
思
っ
て
も
な
か
な
か
難
し
い
。 

く
よ
く
よ
し
て
い
て
も
し
ょ
う
が
な
い
・
・
・
ま
ず
、
心
身
を
元
の
状
態
に
戻
す
こ
と

が
出
来
る
よ
う
に
自
分
流
に
試
行
錯
誤
し
て
、
と
に
か
く
一
歩
前
に
歩
み
出
す
。 

で
も
、
一
歩
踏
み
出
す
っ
て
、
ど
う
す
る
の
？
と
思
う
で
し
ょ
う
が
・
・
・
。 

と
り
あ
え
ず
、
ノ
ー
ト
に
毎
日
の
生
活
を
書
き
出
し
て
み
る
の
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。 

そ
し
て
自
分
を
中
心
に
自
分
を
取
り
ま
く
人
間
関
係
を
図
に
書
い
て
み
て
、そ
の
関
係

図
を
太
い
線
、
細
い
線
、
点
線
、
色
で
結
ん
で
み
た
り
す
る
と
・
・
・
今
、
自
分
が
ど

の
よ
う
な
位
置
に
い
る
か
を
自
己
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
・
・
・
と
思
う
の

で
す
が
。
自
己
確
認
し
た
ら
人
間
関
係
図
は
捨
て
て
し
ま
い
終
了
。（
関
係
は
変
化
す

る
も
の
で
す
か
ら
）。
年
齢
と
と
も
に
毎
日
が
、
水
が
流
れ
る
よ
う
な
速
度
で
過
ぎ
て

い
く
。
あ
っ
と
い
う
間
に
一
年
が
過
ぎ
二
年
が
過
ぎ
、
気
が
つ
い
て
み
れ
ば
十
年
が
過

ぎ
・
・
・
。
自
分
が
た
だ
老
化
し
て
い
く
身
体
の
不
調
だ
け
を
感
じ
、
不
満
だ
け
が
残

る
。
生
き
て
い
る
と
い
う
実
感
が
、
た
だ
苦
痛
と
不
満
な
ん
て
淋
し
い
こ
と
で
す
。
毎

日
を
精
一
杯
に
生
き
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
つ
つ
充
実
し
た
一
時
間
、一
日
を
過
ご
し

て
い
く
。
単
純
な
仕
事
に
も
楽
し
み
を
見
出
す
。
難
し
い
仕
事
に
も
挑
戦
的
に
あ
ら
ゆ

る
方
面
か
ら
の
解
決
策
を
模
索
す
る
。
休
暇
に
は
外
に
出
て
散
歩
。
秋
の
草
花
を
見
た

り
、土
い
じ
り
を
す
る
。旅
を
し
て
温
泉
に
入
っ
た
り
、季
節
の
料
理
を
楽
し
ん
だ
り
、

落
語
や
音
楽
を
聴
い
た
り
、展
覧
会
を
見
た
り
、友
人
と
の
会
話
を
楽
し
ん
だ
り
・・・・・
。 

そ
れ
ら
は
全
て
心
の
薬
だ
と
思
え
る
の
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
武
藤
） 

ノ
イ
エ
ス
朝
日
の
ご
案
内
（
ス
ペ
ー
ス
１
・
２
） 

 

梅
沢
通
浩
展 

 
 

〈
企
画
〉 

 

会
期 

 

開
催
中 

 

〜
十
一
月
六
日
（
日
） 

 
 
 
 

午
前
十
時
〜
午
後
五
時
三
十
分
（
最
終
日
は
午
後
五
時
） 

  

淡
彩
画
の
会
・
ぐ
る
う
ぷ
華 

第
１３
回 

淡
彩
画
展 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

同
時
開
催 

華
だ
よ
り
百
号
記
念
展 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

久
保
田
忠
重
さ
ん
七
回
忌
追
悼
展 

会
期 

 

十
一
月
十
一
日
（
金
）
〜
十
三
日
（
日
） 

 
 
 
 

午
前
九
時
三
十
分
〜
午
後
五
時 

事
務
局 

唐
沢
恭
二 

 

電
話
０
２
７
・
２
３
２
・
８
９
３
２ 

  

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス 

 

大
木
光
子
先
生
指
導 

 

エ
ミ
ー
ル 

生
徒
作
品
展 

 

会
期 

 

十
一
月
十
八
日
（
金
）
〜
二
十
三
日
（
水
） 

 
 
 
 

午
前
十
時
〜
午
後
六
時
（
最
終
日
は
午
後
四
時
） 

  
村
上
由
希
子 

斉
藤
芳
子 

二
人
展 

 

〈
企
画
〉 

〈
フ
ェ
ル
ト
〉 

〈
七
宝
〉 

 

会
期 

 
十
二
月
三
日
（
土
）
〜
十
一
日
（
日
） 

 
 
 
 

午
前
十
時
〜
午
後
五
時 

 

＊ 

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
十
二
月
の
ノ
イ
エ
ス
だ
よ
り
で
ご
案

内
い
た
し
ま
す
。 

展
覧
会
会
期
中
以
外
は
休
廊
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
貸
し
画
廊

の
場
合
に
は
席
を
は
ず
し
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

了
承
下
さ
い
。 

お
問
い
合
わ
せ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
展
覧
会
会
期
中
に
お
電
話

下
さ
い
。 

 

ノ
イ
エ
ス
朝
日 

 

電
話 

０
２
７
・
２
５
５
・
３
４
３
４ 

 

県
内
外
の
展
覧
会
情
報 

 

七
宝
の
書
画 

斉
藤
か
ほ
る
展 

―
神
無
月
抄
― 

 
 

開
催
中
〜
十
二
月
四
日
（
日
）
九
時
三
十
分
〜
午
後
五
時 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

最
終
日
は
午
後
三
時
三
十
分
終
了 

 
 

入
館
料 

一
般
三
〇
〇
円
（
ノ
イ
エ
ス
に
招
待
状
有
り
） 

 
 

埼
玉
伝
統
工
芸
会
館 

月
曜
休
館 

 
 

電
話 

０
４
９
３
・
７
２
・
１
２
２
０ 

 

や
さ
し
さ
と
青
の
世
界
・
生
誕
七
〇
年 

井
田
淳
一
回
顧
展 

 
 

十
一
月
十
二
日
（
土
）
〜
十
二
月
十
一
日
（
日
） 

 
 

午
前
九
時
三
十
分
〜
午
後
五
時 

月
曜
・
十
五
日
休
館 

 
 

富
岡
市
立
美
術
博
物
館
・
福
沢
一
郎
記
念
美
術
館
企
画
展
示
室 

 
 

観
覧
料 

一
般
二
〇
〇
円
・
大
高
生
一
〇
〇
円 

 
 

電
話 

０
２
７
４
・
６
２
・
６
２
０
０ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

＊ 

井
田
淳
一
と
教
え
子
た
ち
展 

 
 

十
一
月
十
五
日
（
火
）
〜
十
二
月
四
日
（
日
） 

 
 

午
前
九
時
三
十
分
〜
午
後
五
時
（
月
曜
休
館
） 

 
 

富
岡
市
立
妙
義
ふ
る
さ
と
美
術
館 

 
 

入
館
料 

一
般
三
〇
〇
円
（
ノ
イ
エ
ス
に
無
料
ハ
ガ
キ
有
り
） 

 
 

電
話 

０
２
７
４
・
７
３
・
２
５
８
５ 

 

ノ
イ
エ
ス
の
テ
ィ
ー
タ
イ
ム 

 

昼
食
時
間
に
出
歩
い
て
、
よ
く
お
店
の
人
と 

話
を
し
ま
す
。
レ
ス
ト
ラ
ン
の
お
ば
さ
ん
や
パ
ン
屋
や
う
ど
ん
屋
の

ご
主
人
や
イ
チ
ゴ
を
作
っ
て
い
る
お
ば
さ
ん
、
野
菜
を
作
っ
て
い
る

農
家
の
お
じ
さ
ん
。
フ
レ
ッ
シ
ュ
情
報
や
専
門
知
識
を
そ
っ
と
教
え

て
く
れ
ま
す
。
そ
ん
な
情
報
が
ぐ
ん
ラ
ボ
に
は
満
載
！ 

 

み
ん
な
の
「
群
馬
が
好
き
」
を
伝
え
た
い
！ 

ぐ
ん
ラ
ボ 

 

ア
ク
セ
ス
し
て
、
メ
ン
バ
ー
登
録
し
て
下
さ
い
。 

美
味
し
い
お
店
、
素
敵
な
ド
ラ
イ
ブ
コ
ー
ス
、
や
っ
て
み
た
い
各
種

教
室
な
ど
情
報
満
載
。
と
っ
て
お
き
の
情
報
を
キ
ャ
ッ
チ
し
て
下
さ

い
。 


